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広
報

枝豆くん、ジャガイモさん元気に育って！

「
芒

種
」
六
月

六
日
頃

で

、
芒

（
稲
な

ど
の
モ

ミ
）
の
あ

る
植
物

を
植
え
る
時

期
。

「
夏
至

」

六
月

二

十
一
日
頃
で

、
太
陽

が
最

も
北

に
片
寄
り

、
昼

が
最
も
長

い
日
。

と
、
二
十
四

節
気
に
あ

る
。

海
峡
線

の
西

側
、

梵
珠
連
峰
の

山
麓
ま
で

一
望
の
青
田

で
あ
る
。

本
村

の
基

幹
産
業

（
農
業
）
の
水

稲
は

、
「
芒
種
」
前
に
す

で
に
作

付
け

が
終
り
、

「
夏
至

」
の
頃

に

そ
の
成
育

が
盛
り

に
な
る
。

喜

ば
し

い
限
り

で
あ
る

が
、
有

機
農
業
時

代
の
よ
う

な
豊
か

さ
が

な
く

、
心
な
し

か
カ
エ
ル

の
鳴

き

声

さ
え

か

ぼ
そ

く
聞
こ
え

て
な
ら

な

い
。

農
村

の
子

ど
も
で
あ
り

な

が
ら
、
土

の
上

の
遊

び
を

知
ら
な

い
か
ら
テ

レ

ビ
ゲ
ー

ム
に

熱
中

、

成
長
し

て

は
３
Ｋ

（
汚

い
、
き
つ

い
、
危
険

な
仕
事

）
を
極

端
に
き

土
の
に

お
い
、
汗

の
に
お

い
は

禁
物
で

、
脱
臭
剤

が
と
ぶ
よ
う

に

売

れ
る
世

の
中
、
二

十
一
世
紀

へ

の
ア

プ
ロ
ー
チ
を

ど
う

描
く

か
。

英
知

を
結
集
し

た
い
。
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広報よもぎた

交通安全祈願祭

春の交通安全運動から●2

交通安全運動！

安全塔設置

五
月

八
日

（
月

）
、
蟹
田

警
察

署

（
牧
健
一
郎

署
長

）
は

、
中
沢

地
区

南
側
国
道

脇
に
高

さ
六
メ
ー

ト

ル
の
安
全
塔

を
設
置
。
併

せ
て

交
通

安
全
祈
願
祭

を
行
い
ま
し

た
。

交
通

安
全
祈
願

祭
は
、
関

係
者

二
十

名
が
出
席
し

、
交
通
事
故
犠

牲
者

に
黙
濤
を
捧

げ
た
後
、

つ
ぎ

つ

ぎ
に
玉

串
を
奉

奠
し
ま
し

た
。

引
き
続
き
、
出
席
者
は
安
全
塔
の

フ
ン
ー
ト

ベ
ル
ト

の
チ

ェ
ッ

ク
ロ

ー
ド
」

「
あ
り

が
と
う
上

磯
地

の

安
全
運

転
」

の
標
語

を
背
景
に

、

道
行
く

ド
ラ

イ

バ
ー

に
マ
ス
コ

ッ

ト

と
チ
ラ

シ
を
配
り
安

全
運
転
を

呼

び
掛
け
ま
し

た
。



に
怙
囗

十

．］
囗

二

企

氷

山

地

区

水

白

公

入ｙ
犬
’い
隔
≫

口

川

上

部

言
言

言

匸

口

匸

⊃

は

ド

ブ

ゲ

プ

☆

ツ
四

訌

（

山

証

汗

卜

寸

長

）

寸

＜

个

厂

良

次

郎

付

長

、

汁

言

鉄

言

付

谷

言

議

且

、

牧

健

二
郎

辻

川

ザ

プ

厂

長

士

は

匸

め

関

係

☆

二

十

九

七

＜

千

松

訃

矢

館

前

の

罔

道

了

、

マ

ス

ク

ツ

ト

と

千

ユ

ー

イ

ン

ブ

ム

右

言

布

し

、

道

行

く

ド

ラ

イ

パ

ー

ド
レ

通

安

全

右

呼

び

か

け

ま

し

た

。

マ

ス

コ

ッ

ト

は

、

高

帽

千

区

ヅ
ヘ

几

☆

匸

才

六

⑤

言

韭

づ

く

り

で

、

い

ち

匸

白

形

ど

っ

匸

二

町

斜

。

プ
レ
ー
・
ト

ベ

ル

ト

⑤
二
し

め

寸
い
し

ょ

う

″

の

横

斷

⑤

士

描

げ

二

三

言

止

転

白

⊃

願

い

匸

三

寸

」

と

マ

ス

コ

ッ

ト

右

子

匸

出

土

と

、

ド

ラ

イ

バ

ー

乙

突

然

の

則

特

に

、

笑

顔

で
こ
い
心

之

了
。
い

ザ
ヅ
し

た

。

五

月

十
二

囗
（
バ
∇

よ
Ｉ
匂
ぎ
匸

泉
匚
お

い
で
上

良
齢
寸

土
対
象

し

交
面

安
言
壮
士

が
開

⑤
さ
壮
士ふ
し

址
。教
言
し
け
こ

卜
二

言
牛
千

仞
し

、

士
師
万
口
田
千
俗
言
佐

言
部
長

か
、

ビ
デ
才

牛
パ
レ
▽
レ

ッ
ド
右
使

卜

交

単

幸
全
に
つ
い
て
説

明
匸

衣
し

牡
。
・二
四
言

室
ド
匸
回
開

催
回

机

サ
ヤ
丁
。

肩
齢

者

言

父
仁

祐
八
防
止

仕
、

下

回
七
年
匸

上

回

碧
匸

置

小
悦
三

動

言

牛

甘
川
囗
匚

言
叶
心
壮
て

い

牛

▽
。
匸

フ
イ

バ
ー

⑤
Ａ

⑤
さ
ん

○
售

牛
鳥
齢
寸
匚
対
个

る
思

匸

价

り
の
あ

る
匸
千

幸
心
が
け
止
し

上
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広報よもぎた

第29回老人クラブ連合会

総　会

四
月
二
十
六
日
（
水
）
村
玉
松

公
民
館
に
お
い
て
第
二
十
九
回
蓬

田
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
及
び
来
賓

二
百
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
物
故
会
員
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

米
寿
（
八
十
八
歳
）
に
、
山
谷
俊

雄
（
阿
弥
陀
川
）
さ
ん
、
倉
谷
松

恵
（
阿
弥
陀
川
）
さ
ん
、
小
松
た

や
（
阿
弥
陀
川
）
さ
ん
の
三
名
。

喜

寿
（
七

十
七

歳
）
に
は

、
藤
田

喜

勇
一
　（
中

沢
）
さ
ん
始

め
二

十

七

名

が
受
賞
し

ま
し

た
。

そ
の
後

、
議

事
に
入
り

、
満
場

一

致
で
す

べ
て

の
議
案
を
可

決
し

ま
し

た
。

引

き
続
き

、
昼

食
と
一
緒

に
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン
の
民

謡

が
披
露

さ

れ
、
参
加

者
は
す

ば
ら
し

い
歌

声

に
聞

き
入

っ
て

い
ま
し

た
。
大
会

は

、午

後
二

時
に

終
了

し
ま
し

た
。

張

間

キ

ヨ

さ

ん

に

感
謝
状
！

四

月
二

十
八

日
（
金

）
、
総
務
庁

青

森
行

政
監
察
事
務
所
長

が
、
村
役
場

を

訪
れ
、
張
間

キ
ョ
（
長
科

）
さ
ん
に

、

八

戸
良
次
郎
蓬

田
村
長

立
ち
会

い
の
も

と
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

張

間
さ
ん

は
行
政
相
談

委
員
と
し
て

長

年
に

わ
た
り

、
村
民

の
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
要

望
等
の

、
身

近
な
相
談
相

手

と
な
っ
て

き
ま
し

た
。

な
お

、
張

間
さ
ん

は
、
三

月
三

十
一

日
を
も
っ
て
退

任
し
ま
し

た
。

ご
苦
労

さ
ま
で
し

た
。

老人クラブ連合会総会／川柳北緯41°●4



行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い森　 清　秀　氏

総

務

庁

は

、

本

村

の
行

政

相

談

委
員

に
森

清
秀

氏
（
4
9・
阿

弥

陀

川

）

を

四

月

一

日

付

け

で

委

嘱
し

ま

し

た

。

任

期

は
二

年

間

で
す

。

村

民

の

み

な

さ

ん

が
毎

日

の

暮

ら
し

０
．中

で

、
行
政

の
行
う

仕

事
に

つ

い
て

の

苦

情

や

要

望

意

見

な

ど

が
あ

っ

た

と

き

、

も

っ

と

も
身

近

か

な

相

談

相
手

に

な

る

の

が

同

相

談

委

員

で
す

。

▽

苦

情

を

直

接

申

し

出

に

く

い

▽

ど
こ

へ

申
し

出

た

ら

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

▽

苦

情

を

申

し

出

た

が

そ

の

措

置

に

納

得

で

き

な

い

▽

処

置

が
ま

ち

か

っ

て

い

る
Ｉ

な

ど

の

・
節
く

れ
の

・
約
床

の

・
指

と
指

・
又
来
て
と

場

合

、
気

軽

に

ご
利

用

く

だ

さ

い
。

相
談

方
法

は
、
口
頭
・
電

話
・
手

紙

の

い

ず

れ

で

も

結

構

で

す

。
ま

た

、

相

談

内

容

に

つ

い

て

は

秘

密

を

厳

守

し

ま

す

の

で

安

心

で

す

。

ま

た

、
受

け

た

相

談

は
そ

れ
ぞ
れ

の

事

例

や

、

寄

せ

ら

れ

た

意

見

を

そ

の

後

の

行

政

運

営

に

生

か
す

Ｉ

と

い
う

大

切

な

役
目

も

担

っ

て

い

ま

す

。

④
蓬

田

村

行

政

相

談

委

員

氏

名
　

森
　

清

秀

住

所
厂

蓬

田

村

大

字

阿

弥

陀

川

字

汐

子

十

六
－

二

電

話
　

二

七
－

三

〇

九

七

指

に
親
父
の

指
切
り

ゲ
ン
マ
ン

孫

と
小

さ
な

孫

が
小

指
で

ド
根
性

破
る
親

秘
容
持
ち

ゲ
ン

マ
す

る

五

月
八
日
（

日

）
、
蓬
　
　

役
場

へ
、
小

班
で

次
々

田

小
学
校
（

奈
良
岡
進

校
　

に
訪

れ
た
児

童
は
（
小

学

長

）
の
二
学

年
児
童
三

十
　

校
の
探

検
隊
で
す
。

役
場

八

名

が
、
探

検
隊
と
称
し
　

の
仕
事

を
教
え
て
く

だ
さ

役
場
を
訪

れ
ま
し

た
。
　
　

い
」
と
大

き
な
声
で
あ

い

探
検

隊
は
、
生
活
科

の
　

さ

つ

し

、

係

の

職
員

が

学
習
の
一
環

で
行
っ
て

い
　

説
明
を
し

な

が
ら
庁
舎

を

る
も
の
で

、
自
分
た
ち

が
・
　
案
内
す

る
と
、
熱
心

に
質

住
む
地
域

の
自
然
環
境
や
　

問
し

た
り

メ
モ
を
取

っ
て

生
活
内
容

を
知
る
こ

と
を
　

い
ま
し

た
。

終
っ
て
帰

る

ね
ら
い
に
、
役
場
、
農
協
、

時
も
「

ど
う

も
あ
り

が
と

ガ
ソ

リ

ン
ス
タ
ン
ド

、
ラ
　

う

ご
ざ
い
ま
し

た
」

と
、

イ
ス
セ

ン
タ
ー
、
商
店

、
　
元

気
に
あ

い
さ
つ
し

ま
し

駅
、
給
食

セ
ン
タ
ー

の
七
　

た
。

力
所
を
訪

ね
ま
し

た
。

勝
　
子

昭
　
夫

栄
　
博

年
　
栄

・
見

栄
は

っ
だ

・

指
先
の

・
句
作
り

は

・

薬
指

ダ

イ
ヤ
似
合

わ
ぬ

仕
事
老
母

の

舌
で
こ

ろ
が
し

光
る
ダ

イ
ヤ
が

太
い
指

ボ

グ
防
ぐ

指
を
折

る

愛

の
華

役
場
人
事
異
動

五
月
一
日
付
け
で
左
記
の
と
お

り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼

総
務

課
長
　

八
戸

通
正
二

企
画

課
長

）

▼

民
生

課
長
　

中
村

幸
八
（

農
林

水
産
課

長
）

▼

税
務
課
長
　

中
川

信
義
（

総
務

課
長

）

▼

農
林
水

産
課
長
　

古

川
正

隆

（

社
会
教

育
課
長

）

▼
建
設

課
長
　

稲
葉
慶

則
（
学

務

課
長

）

Ｖ
社
会

教
育
課
長
　

小

鹿
義
晃

（

建
設
課
長

）

Ｖ
学
務
課
長
　

田
中
　

武
（
税

務

課
長

）

▼
企
画

課
長
　

山
舘
　

建
（
民

生

課
長

）

ｙ

農
業
委

員
会
事

務
局
長
　

津
島

永
孚
（
同

次
長

）

▼
建
設

課
主
査
　

木

村
先
雄
（

企

画
課
主

査

）

▼

企
画

課
主

事
　

高
田
　

徹
（

建

設
課
主

事
）

（
　

）
は
前

職

悦
　
子

藤
　
久

勇
　
三

森
　
勝

平
成
七
年

も
半
年
が
過

ぎ
よ
う

と
し
て

い
ま
す

。

阪
神
大
震
災

、
サ
リ
ン

事
件
、
後

は
何

も
起
こ
ら

な

い
で
ほ
し

い
。
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予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

お
母

さ
ん
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
に

プ

レ
ゼ
ン
ト

し
た
病
気

に
対
す

る
抵

抗
力

（
免
疫

）
は

、
生

後
八

ヵ
月

こ
ろ

ま
で
に
自
然

に
失
わ
れ
て

い

き
ま
す
。

こ
の
時

期
を
過

ぎ
る
と

赤
ち

ゃ
ん
自
身
で
免

疫
を
作
っ
て

病
気

を
予

防
す
る
必
要

が
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
に
役
立
つ
の
が
予
防

接

種
で
す
。

子

供
の
発
育
と

と
も
に
外
出

の

機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

保
育
園

や
幼

稚
園
に
入
る
ま
で

に
は
予
防

接

種
で

免
疫
を
つ
け

、
伝
染
病
に

罹
ら

な
い
よ
う

に
予
防
し

ま
し
ょ

う

。
最
近

、

『
病
気

が
は
や
っ
て

い
な

い
の
で
、
予
防
接

種
は
も
う

必
要

な
い
の
で
は
な

い
か
』
と

い

う
声

も
耳

に
し
ま
す

が
、
こ
の
考

え
は
ま

だ
ま
だ
早
計
で
す

。
予
防

接
種
で
国

民

が
抵
抗
力

を
つ
け
て

い
る

か
ら
病
気
の
流
行

が
抑
え
ら

は
し

か
や

、
百
日
せ

き
の
よ
う

な
伝
染
病

の
原
因

と
な

る
ウ
イ

ル

ス
、
細
菌
ま

た
は
菌

の
産
生
す
る

毒
素
の
力

を
弱

め
て

、
予

防
接
種

液
（
ワ
ク
チ

ン

）
を
作
り

、
そ
れ

を
体
に
接

種
し

て
、
そ

の
病
気
に

対
す
る
抵
抗

力
（
免

疫
）
を
つ
く

る
こ
と
を

、
予

防
接

種
と
い
い
ま

す
。

『
予
防

接
種
』

に
使
う

薬
液

の
こ
と
を

『
ワ

ク
チ

ン
』

と
い

い

ま
す
。
全
て

の
病
気

に
対
し

て
ワ

ク
チ

ン
が
つ
く
れ
る

わ
け

で
は
な

く
、
病
原
体

の
性
質
に
よ

っ
て
で

き
な

い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

予
防
接

種
を
み
ん
な

が
受
け
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
伝
染

病
の
な

い
。

社
会
を
つ
く

る
た
め

に
、
国

で
は

予
防
接
種
法

と
結
核
予

防
法

と

い

う

法
律
で

、
予

防
接

種
の
種
類
、

年
齢
、
時

期
な
ど

が
次

の
よ
う

に

決
め
ら

れ
て

い
ま
す
。

＝
小
旧
（
マ
ヒ
）
と
も
呼
ば
れ
．

わ

が
国

で

も

三

十

年

前

ま

で

は

流

行

を

繰

り

返

し

て

い
ま

し

た

が
、

予

防

接

種

の

効

果

で

現

在

は

国

内

で

の
自

然
感
染
は
報

告
さ
れ
て

い

ま
せ
ん
。
し

か
し

、
現

在
で
も
東

南
ア

ジ
ア
や
中
国

な

ど
で

は
ポ
リ

オ
の
流
行

が
あ
り
、
日
本

に
入
っ

て

く
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す

。

ポ
リ

オ
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト

か
ら

ヒ
ト

ヘ
感
染
し

ま
す
。
し

か
し

、

ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
不
顕

性
感
染

で
終
生
免

疫
を
獲
得
し
ま
す

。

ポ
リ

オ
ウ
イ
ル
ス

が
感

染
す
る

と

Ｉ
〇
〇
人
中
五

～
十
人

は
カ

ゼ

様

の
症
状
を
呈
し

、
発
熱

、
頭
痛

、

嘔

吐

が
あ
ら

わ
れ

マ
ヒ
が
出
現
し
、

呼
吸

困
難

に
よ
り
死
亡
す

る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
伝

染
力
が
強
く
一
生
の
う
ち
に
一
度

は
必
ず
罹
る
重
い
病
気
で
す
。
発

熱
、
セ
キ
、
鼻
汁
、
目
辛
に
、
発

し
ん
を
主
症
状
と
し
ま
す
。
主
な

合
併
症
と
し
て
は
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）

に
罹
っ
た
人
一
万
人
に
一
人
の
割

合
で
死
亡
し
ま
す
。
わ
が
国
で
は

現
在
で
も
年
間
五
十
名
の
子
供
が

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
軽

い
カ
ゼ
症
状
で
は
じ
ま
り
、
発
し

ん
、
発
熱
等
が
主
症
状
で
す
。

発
し
ん
も
熱
も
約
三
日
間
で
な

お
り
ま
す
の
で
『
三
日
ば
し
か
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

年
長
児
や
大
人
に
な
っ
て
か
ら

罹
る
と
一
般
に
重
症
に
な
り
や
す

く
、
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
妊
婦
が

妊
娠
早
期
に
か
か
る
と
、
異
常
児

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
妊
娠
前
に

予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

ジ
フ

テ

リ

ア

菌

の

飛

沫

感

染

で

起

こ

り

ま

す

。

感

染

し

て

も
1
0
％

程
度

の

人

し

か

症

状

が
出
ま

せ

ん
。

症

状

は

高

熱

、
の
ど

の
痛
み

、
セ
キ
、

嘔

吐

な

ど
で

偽

膜

を

形

成

し

て

窒

息

死

す

る

こ

と

が

あ

る

恐

ろ
し

い

病

気

で

す

。

発

病
二

上

二
週

間

後

に

は

菌

の
出

す

毒

素

に

よ

っ

て

心

筋

障

害

や

神

経

マ

ヒ

を

お

こ
す

こ

と

が

あ

る

の
で
注
意

が
必
要

で
す

。

百
日
せ
き
菌
の
飛
沫
感
染
で
起
こ

り

、
普

通

カ
ゼ
の
よ
う
な
症

状
で

始
ま
り

ま
す
。

続
い
て

セ
キ

が
ひ

ど
く

な
り
連

続
し

て
セ
キ

込
む
よ

う

に
な
り
ま
す

が
、
熱
は
で

ま
せ

ん
。
乳

幼
児

は
セ
キ
で
呼
吸

が
で

き
ず
チ

ア
ノ

ー

ゼ
や
け

い
れ
ん

が

起

き
る
こ

と
が
あ

り
ま
す
。

予防接種の基礎知識●6

これで安心！予防接種の基礎知識

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

風
し
ん
（
三
日
ば
し
か
）

麻
し
ん
（
は
し
か
）

予
防
接
種
（
ワ
ク
チ

ン
）
と
は

れ
て
い
る
の
を
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
。

ジ
フ
テ
リ
ア

百
日
せ
き
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肺
炎
や
脳
症
な
ど
の
重
い
合
併

症
を
お
こ
し
乳
児
で
は
命
を
落
と

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

破
傷
風

ら
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も

罹
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児

は
結
核
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
い

の
で
全
身
性
の
結
核
症
状
に
罹
っ

た
り
、
結
核
性
髄
膜
炎
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
重
い
後
遺
症
を
残
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
の
中
に
潜
ん
で
い
て
傷
口
か

ら
感
染
し
ま
す
。
菌
が
体
の
中
に

入
り
増
え
る
と
菌
の
出
寸
毒
素
で

口
が
開
か
な
く
な
っ
た
り
、
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
母

さ
ん
が
免
疫
を
も
っ
て
い
れ
ば
新

生
児
の
破
傷
風
も
防
げ
ま
す
。

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で

お
こ
り
ま
す
。
七
～
十
日
間
の
潜

伏
期
間
の
後
、
高
熱
、
頭
痛
、
嘔

吐
、
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
な
ど

の
症
状
を
示
す
急
性
脳
炎
に
な
り

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
北
海
道
な
ど

一
部
を
除
く
日
本
全
体
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

好
発
年
齢
は
六
十
歳
を
中
心
と

し
た
成
人
、
五
歳
未
満
の
幼
児
で

す
。
感
染
者
の
内
一
〇
〇
〇
人
～

五
〇
〇
〇
人
に
一
人
が
発
症
し
、

罹
っ
た
時
の
死
亡
率
は
1
5％
で
す

が
、
神
経
の
後
遺
症
を
残
す
人
が

約
5
0％
あ
り
ま
す
。

毎
年
四
万
人
を
超
え
る
患
者
が

毎
年
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
結
核

に
対
す
る
抵
抗
力
は
お
母
さ
ん
か

今
般
、
予
防

接
種
制
度

全
般
の

見
直
し

が
行
わ

れ

『
受

け
な
く

て

は

な
ら
な

い
』

か
ら

『
受
け

る
よ

う

に
努
め
る
』
に

改
正

さ
れ
ま
し

た
。
そ

れ
に
よ
り
子

供
の
体
質
や

体
調

に
あ
わ
せ
て
接

種
を
受

け
る

『
個
別

接
種
方
式
』

を
推
進
し
て

い
ま
す
。

予
防

接
種
を
受
け

る
時
期
は
平

成
七
年
四
月

か
ら
下
表

の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
当

村
で
は

地
域
性

を
勘

案
し
今
ま

で
ど
お
り

の
集
団

接
種
で
行

い
ま
す
。

そ
の

た
め
接

種
時

期

が
異
な

っ
て
お
り

ま
す

が
御
了

承
下

さ

い
。

ま
た

、
病
気

等
で
指
定

の
時
期

に
接
種
で

き
な
か
っ
た
時

は
、
子

供
の
健
康

状
態

を
よ
く
知

っ
て

い

る
か
か
り

つ
け

の
医

師
に
相

談
し

て
下

さ

い
。

予
防
接
種
は
健
康
な
人
が
元
気

な
時
に
接
種
を
受
け
、
そ
の
病
原

体
の
感
染
を
予
防
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
体
調
の
良
い
時
に
受
け
る

の
が
原
則
で
す
。
日
頃
か
ら
予
防

接
種
を
受
け
る
人
は
体
質
、
体
調

な
ど
健
康
状
態
に
よ
く
気
配
り
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
か
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
医

師
に
相
談
し
、
納
得
し
て
か
ら
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
予
防
接
種
の
前
後
は
次

の
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
供
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
家
族
が
接
種
会
場
へ
連

れ
て
き
て
下
さ
い
。

予防接種一覧
■定期接種(法律による予防接種)

②
予
診
票
に
は
健
康
状
態
な
ど
を
必

ず
詳
し

く
記

入
し
て
下

さ

い
。

③
母
子
手

帳
は
必
ず
持

参
し
て
下

さ

い
。

④
入
浴

は
な
る

べ
く
接

種
前
日

に

済
ま
せ
て

、
清
潔

な
衣

類
を

つ

け
て
下

さ
い
。

①
接
種
当
日
及
び
翌
日
は
安
静
に

し
て
過
激
な
運
動
は
避
け
て
下

さ
い
。

②
接
種
部
位
は
清
潔
に
保
っ
て
下

さ
い
。

③
入
浴
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

月齢･ 年齢ぷ こ 3　　6　　1　　2　　3　　4　　5　　8　　11　　12　15

jiil　j11　 歳　 歳　 歳　 歳　 歳　 歳　 歳　 歳 歳

自　　　ｌ　　　ｌ　　　 自　　　自　　　１　　　１　　　１　　　１　　　１

ジフテリア

百 日 せき

破　傷　風

ＤＰＴワクチン

Ｉ 期初 回 生後3 ～90月の間で3 回

Ｉ 期追加 生後3 ～90月(1 期初回接種(3

回) 終了後12～18ヵ 月) で１回

11 D
U

F

Ｄ Ｔト キソ イド　　　　　y2 回( 沈降)

Ｉ期初回 生i鉛 ～90月の 間で 劼 回( 液状)
Ｉ期追 加 Ｉ期初回接 種終了後、

６ヵ月以上の間隔をおいて1[回

12 11
歳 期

1 11
回 Ｓ

ポ　リ　ォ 生後3 ～90月の 問で２回

麻　し　ん 生後12～90月の間で１回

風　し　ん 生後12～90 月の 間で１回
12~15歳

1 回(注)

日 本 脳 炎
Ｉ 期初回 生後日～90月の間に2回
Ｉ 期追加　生後6 ～90月（１ 期初回

終了後概 ね1年おく）1回

II期
9～12歳

１回

15Ⅲ

歳期

1 14
回Ｓ

■結核予防法

Ｂ　Ｃ　Ｇ

・４歳未満のツ反 陰性
・小学校１年のツ 反陰

・小学校 ２年のツ 反陰

・中学校１年のツ 反陰

・中学校２年のツ 反陰

茜
生者　
回数は各１回 で、ッ 反判定後: 喜　　
２週間以内

生者

ん

が
、
注
射

し

た
部
位
を
こ
す

っ

た
り
し

て
は

い
け

ま
せ
ん
。

④
予
防

接
種
を
受
け

た
あ
と
三

十

分
間

は
、
子
供
の
様
子
を
観
察
し

て
く

だ
さ

い
。ｍ

反

応
（

高
熱
、

け

い
れ
ん

）
が
起

こ
っ
た
場
合

は
、
直

ち
に
医

師
と
連
絡
を
取

る
こ

と

が
大
切
で
す

。
急
な
副

反
応
は

こ
の
間
に

お
こ
る
こ

と

が
あ
り
ま
す

。
ま

た
、
接
種

後

生
ワ
ク
チ

ン
で
は
二
上

二
週
間
、

不

活
化
ワ

ク
チ

ン
で

は
二

十
四

時
間
は
副
反

応
の
出
現

に
注
意

し

て
下

さ
い
。

・ 任意の予防接種

ｲﾝﾌﾙｴﾝ ｻﾞ 全年齢が対象( ２回)

おたふくかぜ １歳以上の未罹患者 が対象(１回)

水　　　痘 １ 歳以 上の未罹患者 が対象（１回）

Ｂ 型 肝 炎
ＨＢ巳抗原陽性(あ るいはキャリア) の母親から生まれた
ＨＢｓ抗原陰性の乳児や ハイリ スク 者(３回)

※臨時接種…ある 病気の流行 予防上、緊急の必要があるときにの み厚生 大臣

が定める疾病につい て実施さ れます。

なお 、現在臨時接 種の対象として規定さ れている疾病はありません。

（注）12～15 歳の風しんの接種対 象者は昭和55年10月２日から昭和62年10月

１日 までの間に生まれた 人です。

7●予防接種の基礎知識

結
核

日
本
脳
炎

接
種
前
の
注
意

集
団
接
種
を
継
続

接
種
の
前
に
は
よ
く
観
察
を

接
種
後
の
注
意
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脳
卒
中

の
多

い
当

村
で
は
。

病

気

の
後
遺
症
や
生
活

の
し

ず
ら

さ

に
悩
む
患
者
さ
ん
や
家
族
が
多
く
、

又
、
寝

た
き
り
や
痴
呆
の
問
題
も
め

だ
っ
て

き
て

い
ま
す
。

ど
う
す

れ

ば
寝

た
き
り
は
防

げ
る
の
か

、
村

脳
卒
中

後
遺
症
者

機
能
訓
練
教
室

の
指

導
に
み
え
て

い
る
金
沢
先

生

か
ら
、
住
宅
環

境
等
に
目
を

む
け

た
お
話
を
ま
せ

な
が
ら

シ
リ

ー
ズ

で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を
送
り
ま
す
。

他

人

事
と
思
わ

ず
自
分
の
事

と
し

て

受
け
と
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

▼
金

沢
先
生

の
紹
介

加

年
平

舘
村
出
身

。
弘
前
大

学
医

療

技
術
短
期
大

学
部
理
学
療
法

学

科
卒
業

後
、
理
学
療
法
士

と
し

て

活
躍
し

な
が
ら
東
京
で
建

築
学
を

学

ぶ
。
現

在
、
母
校

の
教
官

と
し

て
後
輩

の
教
育
に
従
事
。

第

一
回

私

は

理

学

療

法

士

と

い
う

仕

事

を

し

て

い

ま

す

。

病

院

で

は

、「
リ

「

ビ
リ

の

先

生

」

と

か

「
訓

練

の

先

生

」

な

ど

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

今

は

病

院

を

離

れ

、

大

学

に

い

ま
す

。

私

か

病

院

に

勤

め

て

い

た
頃

に

実

際

に

あ

っ

た

こ

と

を

蓬

田

村

の
皆

さ

ん

に
読

ん

で

い

た

だ

き

、

「

自

分

の
家

で

一

生

暮

ら

す

こ

と

」

に

つ

い
て

皆

さ

ん

と

い

っ

し

ょ

に

考

え

て

み

た

い
と

思

い

ま

す

。私

か

南

津

軽

郡

に

あ

る
病

院

に

勤

務

し

て

い

た
一１１一
年

ぐ

ら

い
前

の

お

は

な

し

で

す

。

あ

る

日

私

は

、

一

人

の
寝

た

き

り

の
患

者

さ
ん
を

担
当
し

ま
し

た
。

そ

の

人

は

脳

卒

中

、

い

わ

ゆ

る

「

あ

だ

り

」

に

な

っ

て

Ｉ

ヶ

月

目

の

女

性

の
患

者

さ

ん

で

し

た
。

問

題
は
そ
の
人

の
年
齢
で
す
。

ま
だ

3
6歳
で
、
小

学
校
２
年
生

の
娘
さ

ん

が
い
る
非
常

に
若

い
お
母

さ
ん

で
し
た
。

農
作
業
中
に
突

然
倒
れ

た
と

い
う

こ
と
で
し
た

が
、
か
な

り
重
症
で

右
半
身
は
ま
っ

た
く
動

き
ま
せ
ん

で
し

た
。

そ

れ
か
ら
半
年
間

、
そ

れ
こ
そ

血

が
滲

む
よ
う

な
リ
（

ビ
リ

を
し

て
、
何

と
か
特
殊
な
靴

と
杖
を
使

っ
て
歩
け

る
よ
う
に
な
り

、
そ
し

で
片
手

で
な
ん
と

か
ご
飯
し

た
く

も
で
き

る
よ
う

に
な
り

ま
し

た
。

こ
こ
ま

で
く
る
間
に

は
、
こ
の
患

者
さ
ん

の
旦
那
さ
ん

が
リ
（

ビ
リ

を
し
て

い
る
姿
を
見
て
涙

を
流
し

な

が
ら

、
「
も
う
リ
「

ビ
リ
し

な

く
て
も
い
い
か
ら
、
家
に
帰
ろ
う
」

と
言

っ
た
ぐ
ら

い
、
一
生
懸
命
リ

（

ビ
リ

に
励
ん

だ
の
で
す
。

家

事

が

い
く

ら

か

で

き

る
よ

う

に
な

っ

た

と

い
う

こ

と

で

、
入

院

し
て
か
ら
1
1
ヶ
月
目
に
無
事
退
院

と

な

り

ま

し

た
。

そ

の

日

は
本

人

は

も

ち

ろ

ん

、

一

番

喜

ん

で

い

た

の

は

、

患

者

さ

ん

の

娘

さ

ん

で
し

た
。そ

れ

か

ら

２

ヶ

月

後

、

私

は

こ

の

若

い

お

母

さ

ん

の

家

を

訪

ね

て

み

ま

し

た

。

そ

こ

に

は

、
再

び

寝

た

き

り

と

な

っ

て

、
う

つ

ろ

な

目

で

天

井

を

見

て

い

る

彼

女

の

姿

が

あ

り

ま

し

た
。

枕

元

に

は

、

牛

乳

と

パ

ン

が

一

つ
。

話

を

聞

く

と

、

病

院

と
違

っ

て

家

の

中

に

段

差

が

多

く

て

恐

く

て

手

す

り

も

な

い

の

で

一

人

で

は

歩

か

れ

な

い

、

台

所

で

も

長

く

立

っ

て

い
ら

れ

な

い
し

椅

子

に

座

っ

て

し

ま

う

と
調

理

が
で

き

な

い

、

ト

イ

レ
は

和

式

で

手

す

り

も

な

い

の

で

使

え

な

い

、

と

い
う

こ

と

で

し

た

。

つ

ま

り

、

病

気

に

な

る

前

ま

で
元
気
で
住
ん
で
い
た
家
が
原
因

で

寝

た
き

り

と

な

っ

た

の

で

す

。

本

人

も

悲

し

い
で

し

ょ
う

が
、

そ

特別奇稿(蓬田村の皆さんへ)●8

“
特
別
奇
稿
（
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
へ
）
”

皆
さ
ん
は
今
住
ん
で
い
る
自
分
の
家
に
一
生
住
め
る
と
思
い
ま
す
か
？

家
が
原
因
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た

若

い
お

毋

さ
ん
の

は

な
し

ん
な

お
母

さ
ん
を
家

に
残
し
て

、

学
校

へ
行

か
な
け

れ
ば
な
ら

な
か

っ

た
娘
さ
ん
は

ど
ん
な
に
つ
ら

か

っ
た
で
し
よ
つ
。

廊
下

や
ト
イ

レ
に
手
す
り

を
付

け
、
家
の
中
の
段
差
を
減
ら
す
な
ど

ほ
ん

の
少
し
家

を
改
造
す

る
こ
と

で

、
こ
の

お
母

さ
ん
は
寝

た
き
り

に

な
ら
ず
に
す

ん
だ
で
し
ょ
う

。

し

か
し

、
こ

の
方
の
家
は

、
旦

那

さ
ん

が
脱
サ
ラ

を
し

て
農
業

を
始

め
た
ば
か
り

で
、
収
入
も

安
定
し

て

い
ま
せ
ん

で
し

た
。
こ

の
お
母

さ
ん
の
入
院

費
も
借
金

を
し

て

払

っ
て

お
り

、
こ
れ
以

上

の
出

費
は

で

き
ま
せ
ん

で
し

た
。

た

ぶ
ん
あ

の
と
き
、
村

で
せ

め

て
５
万

円

の
障
害
者
の
家
屋

改
造

に
対

す

る
助

成
金

が
あ

っ
た
ら
こ

の
家
族
は
き

っ
と
…
。

自
宅
で

が

ん
ば
る
障

害
者
の
住
宅

環
境
を
整

え

る
た

め
の
助
成
金
に

つ
い
て

、

私
か
初

め
て

考
え
る
き

っ
か
け

と

な
っ

た
出
来

事
で
し

た
。

（
次
回
を

お
楽

し
み
に

）

弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
　
　
金
沢
　
　
善
智



広報よもぎた

一生自分の

歯で食べよう!!

▼ 歯の衛生週間

義
歯
と
の
じ
よ
う
ず
な
つ
き
あ
い
方

６
月
４
日
～
６
月
1
0日
は
歯
の

衛
生
週
間
で
す
。
田
植
え
作
業
が

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
っ

と
鏡
と
に
ら
め
っ
こ
。
囗
を
大
き

く
あ
け
て
じ
っ
く
り
と
自
分
の
囗

の
中
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分

の
歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か
？
。
歯

が
な
く
て
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
世

話
に
な
っ
て
る
人
も
か
な
り
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
義
歯

と
の
じ
ょ
う
ず
な
つ
き
あ
い
方
に

つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

抜
き
っ
ぱ
な
し

が

障
害
を
招
く

歯
は
１
本
で
も
抜
け
る
と
、
そ

の
両
側
の
歯
は
抜
け
た
部
分
の
方

へ
傾
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
抜
け

た
歯
と
か
み
あ
っ
て
い
た
歯
は
ゆ

る
ん
で
し
ま
い
、
や
が
て
歯
全
体

の
か
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
り
、
①

か
む
力
の
低
下
、
②
顎
関
節
の
障

害
、
③
発
音
が
悪
く
な
る
、
④
顔

つ
き
が
か
か
る
な
ど
の
弊
害
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
抜
け
た
ら
す
ぐ

に
義
歯
を
入
れ
る
等
対
処
す
る
こ

と
が
残
っ
て
い
る
歯
の
た
め
に
な

り
ま
す
。

義
歯
の
種
類
と

そ
の
手
入
れ

歯
の
欠
け
た
部
分
に
橋
の
よ
う

な
仕
組
み
で
人
工
歯
を
補
う
方

法
で
す
。

( ブ リ　ッ ジ)卜 仕組み

毎日きちんと歯間フラシ ですき

間やつけ根をきれいに磨く

支えとなる 両隣りの１ を削り、

橋げたにし て、人工歯を裲う

②
部
分
入
れ
歯

欠
け
た
歯
の
周
り
の
歯
ぐ
き
に

ぴ
っ
た
り
合
う
「
床
」
を
合
成

樹
脂
や
金
属
で
作
り
、
人
工
歯

を
は
め
込
み
、
こ
れ
に
「
鉤
」

と
呼
ば
れ
る
ひ
っ
か
け
を
残
っ

て
い
る
歯
に
つ
け
義
歯
を
安
定

さ
せ
ま
す
。
部
分
入
れ
歯
は
、

欠
け
た
歯
が
一
本
の
場
合
か
ら

残
っ
て
い
る
歯
が
一
本
の
場
合

ま
で
対
応
で
き
ま
す
。

卜 仕組

部分入れ歯は、歯に鉤(ひ つかけ)

をかけて安定させますO

(部分入れ歯)

入 れ歯をはずしたあと歯の

部分と歯ぐきをていねいに

ブラッシングします

はずし た入れ歯もきれいに

し ましょう。

⑤
総
入
れ
歯

入
れ
歯
は
す
ぐ
に
は
な
じ
ま
な

い
も
の
で
す
。
個
人
差
に
も
よ

り
ま
す
が
慣
れ
る
ま
で
に
1
0日

～
―
か
月
位
は
か
か
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

時
は
、
無
理
に
入
れ
歯
を
使
い

続
け
ず
す
ぐ
に
歯
医
者
さ
ん
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ア
　
上
と
下
の
入
れ
歯
が
う
ま

く
合
わ
な
い

イ
　
入
れ
歯
が
当
た
っ
て
歯
肉

が
痛
む

ウ
　
入
れ
歯
が
は
ず
れ
や
す
い

エ
　
食
べ
物
が
よ
く
か
め
な
い

オ
　
話
し
て
い
る
と
カ
タ
カ
タ

音
が
す
る

O 入れ歯用ブラシを使いましよう 。た だ普通

のものよりも植毛が太くて硬いので、あまり

力を入れてブラ ッシングすると、入れ歯 が摩

耗する恐れがあるので 注意

@床の裏側こ入り込んだ歯垢は簡単には落ち

ないので、ときどき入れ歯洗浄剤を使 って手

入れをし ます。

9●保健コーナー

６月４日～６月10日

①
ブ
リ
ッ
ジ

義
歯

の
種
類

は
三
つ
あ
り
ま
す
。

そ

れ
ぞ
れ

の
仕
組
み
と
手
入

れ
の

仕
方
は
次

の
通
り

で
す
。

手入れ



実施 日　 平 成 ７年６ 月26 日(月)

時　　　間 場　　　　　所

9:10 ～9:20 高 根 公 民 館 前

9:30 ～10 : 00 広 瀬 公 民 館 前

10 : 10～10 : 40 瀬辺地民生会館前

10 二50～11 : 20 郷 沢 消 防 屯 所 前

13 : 00～13 二30 中 沢 公 民 館 前

13 : 40～14 : 10 長 科 公 民 館 前

14 : 20～14 : 50 阿弥陀川消防屯所前

15 : 00～15 : 30 役　　　場　　　前

諸　 費　 用 登 録 料　2,200 円
注 射 料　2,300 円
注射済票　　530円
合　　 計　5,030 円

赤十字有功章社員を

募 集 中
この秋青森県赤十字大会を開催

日本赤十字社青森県支部では、平

成７年９月27 日、宮様ご臨席による

『青森県赤十字有功会結成15 周年記

念平成７年青森県赤十字大会』を青

森市文化会館にて開催いたします。

本大会では、その年に赤十字の金

色有功章社員（50万円拠出社員）並

びに銀色有功章社員（20 万円拠出社

員）に加入された方々を中心に、宮

様から有功章が伝達されます。また、

式典終了後には、有功章社員で組織

されている青森県赤十字有功会主催

による宮様を囲む懇親会も挙行され

ます。

村民の皆様、この機会に有功章社

員に加入されては如何でしょうか。

お問い合わせ並びに申し込みを希

望される方は、日赤担当係までお願

い致します。

民生課

広報よもぎた

飼

い
犬
は

、
狂
犬
病
予
防
法

に

よ
り
、
登
録

と
予

防
注
射

が
義

務

づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度

か
ら

制
度
が
改
正
さ
れ
、

登
録
は
生
涯

―
回
と
な
り
ま
し

た

が
、
６
年
度

に
登
録
し

た
犬

も
今

年
度
に
限
り

登
録

が
必
要
で
す
。

な
お
、
予
防

注
射

は
従
来

と
同

様
に
毎
年

―
回
受
け

な
け

れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

左
記

の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
の
会
場

に
お

い
で
下

さ
い
。

家庭内生ごみ処理容器(コンポスト)

― 購 入 費 の 一 部を 助 成 一

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
は
家

庭
か
ら
出
た
生
ご
み
を
た
い
肥
化

さ
せ
る
も
の
で
、
ご
み
の
減
量
化

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
ご
み
処
理
の
効
率
化

と
生

ご
み
の
有
効
利
用

を
図

る
た

め
、
家

庭
用
生

ご
み
処
理
容
器

購

入
費

の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対

象
…
村
に
居

住
し

て

い
る
方

で

、
た

い
肥
を
有

効
に
活
用
で

き

る
方

（
団
体
な

ど
の
申
請
は
で

き

ま
せ

ん

）

助

成
基
数
・：
１
０
０
基
（
１

世

帯

に
つ
き
１
基

）

助

成
金
額
…
３

、
０
０
０
円
（
村

が
直

接
、
指
定
業

者
へ
支
払

い
ま

す

）
※
購
入
代
金

は
、
助
成
金

額

を
差
し

引
い
た
残
額

と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
：
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
費
助
成
金

交
付
申

請
書

を
民

生
課
へ
提
出
し

て
下

さ
い
。

申
請
用

紙
は
、
民
生
課

保
健
係

に
あ
り
ま
す
。

生ごみ処理容器(コンポスト)一部助成●10



中央公民館
新 図 書 紹 介
どうぞご利用下さい
※中央公民館は毎月第１、第３日曜日

は開館しています。

最
新
青
森
県
地
図
百
科
　
　
　
　
　
　
　
　

東
　

奥
　

日
　

報

教

育

関

係

者

必

携
　
　
　
　
　
　
　

ぎ

よ

う

せ
　
い

新

し

い
家

庭

教

育
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
丶ヽ
不
ル
ヴ
ァ
書
房

が
ん
情
報
・
大
資
料
集
　
　
　
　
　
　
　
　

国
会
資
料
編
簗
会

ス
　
カ
　
ー
　
レ
　
ッ
　
ト
　
（

匸
　
　
　
　
　

新
　

潮
　

文
　

庫

ス
　
カ
　
ー
　
レ
　
ッ
　
ト
　
（
二
）
　
　
　
　
　
新
　

潮
　

文
　

庫

ス
　
カ
　
ー
　
レ
　
ッ
　
ト
　
つ
二
）
　
　
　
　
　
新
　

潮
　

文
　

庫

ス
　
カ
　
ー
　
レ
　
ッ
　
ト
　
（
四
）
　
　
　
　
　
新
　

潮
　

文
　

庫

翼
を
も
が
れ
た
天
使
た
ち
　
　
　
　
　
　
　

読

売

新

聞

社

自
分

が
栄
え
る
人
生
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　

笠
　

書
　

房

出
雲
発
日
本
の
選
択
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
　
Ｈ
　
Ｋ

出

版

日
　

本
　

経
　

済
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
社

銀
　
　
行
　
　
消
　
　
滅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
　

合
　

法
　

令

続
・
死
ぬ
ま
で
に
な
す
べ
き
こ
と
　
　
　
　
主

婦
　
の
　
友

社

ナ
ニ
ワ
金
融
道
カ
ネ
と
非
情
の
法
律
講
座
　
講
　
　

談
　
　

社

王
　
朝
　
懶
　
夢
　
譚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　

芸
　

春
　

秋

垂
　
直
　
の
　
死
　
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青

樹

社
　
文
　
庫

神

は

裁

か

な
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　光
　
　

文
　
　

社

過

去

か

ら

の

殺

人
　
　
　
　
　
　
　

光
　
　

文
　
　

社

相

撲

好

き

の

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

央
　
公
　
論
　
社

伊
豆
・
熱
海
特
ム叩
捜
査
官
　
　
　
　
　
　
　

光
　
　

文
　
　

社

サ
フ
ァ
リ
の
誘
拐
者
　
　
　
　
　
　
　

徳
　

間
　

文
　

庫

心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話
　（

匸
　
　
　

潮
　
　

文
　
　

社

心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話
　
二
二
　
　
　
潮
　
　

文
　
　

社

心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話
　
⊇
一
）
　
　
　
潮
　
　

文
　
　

社

堀
田
力
の
お
ご
る
な
上
司
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
社

葛
　

の
　

葉
　

抄
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ

Ｈ

Ｐ

研

究

所

い

の

ち

の

は

て

に
　
　
　
　
　
　
　

学

習

研

究

社

顔
　
　
面
　

麻
　
　
痺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　

田
　

出
　

版

父
　
　
よ
　
　
母
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　

陽
　

書
　

房

息
　
子
　
よ
　
娘
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　

陽
　

書
　

房

し
あ
’わ
せ
を
掴
む
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
　

経
　

済
　

界

桔

神

病
棟

の
2
0
年
　
　
　
　
　
　
　

新
　
　

潮
　
　

社

気
の
利
い
た
ち
よ
っ
と
し
た
ひ
と
言
　
　
　
永
　

岡
　

書
　

店

人
　
間
　
　
　
失
　
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　幻
　
　
　
冬
　
　

舎

た
っ
た
ひ
と
つ
の
青
い
空
　
　
　
　
　
　
　

文
　

芸
　

春
　

秋

母

と

娘

の

旅

路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　

芸
　

春
　

秋

も
う
一
度
投
げ
た
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会

愛
　
と
　
祈
　
り
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　

学
　
　

館

田
中
真
紀
子

が
翔
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社

渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
　
（

匸
　
　
　
　
　

ワ

ニ

ブ

ッ

ク

ス

渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
　
つ
ニ
　
　
　
　
　

ワ

ニ

ブ

ッ

ク

ス

花

束

３
　
６
　
５

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｎ
　
Ｔ
　
Ｔ
　
出
　
版

ガ
ン
患
者
が
病
院
か
ら
追
わ
れ
る
と
き
　
　
主

婦
　
の
　
友

社

病
院
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
　
　
　
　
　
　
　

主

婦
　
の
　
友

社

書
　
　
　
　
　
　
　
　

名

発

行
・
著

者

日

本

匸

心

の

こ

も

っ

た

恋

文
　
　
　
　
　
　

日

本

放

送

出

版

協

会

藏
　
　

（

上

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
　

日
　

新
　

聞
　

社

蔵
　
　

（

下

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
　

日
　

新
　

聞
　

社

父

か

ら

も

ら

っ

た

ご

ち

そ

う

帖
　
　
　
　
　

幻
　
　

冬
　
　

舎

い

の

ち

愛

し

て
　
　
　
　
　
　
　

朝

日

ソ

ノ

ラ

マ

葬
　

式
　

ご
　

っ
　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
　

雅
　

書
　

房

「

い

じ

め

か

ら

わ

が

子

を

守

れ

」
　
　
　
　

Ｐ

Ｈ

Ｐ

研

究

所

魔

術

は

さ

さ

や

く
　
　
　
　
　
　
　

新
　
　

潮
　
　

社

星
　

と
　

月
　

の
　

夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
　
　

英
　
　

社

輝

や

け

我

が

命

の

日

々

よ
　
　
　
　
　
　
　

集
　
　

英
　
　

社

惜
　
　

別
　
　

の
　
　

宴
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
　

間
　

文
　

庫

結

婚

ス

ピ

ー

チ

傑

作

集
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
　

笠
　

書
　

房

鎌

倉

・

江

の

島

殺

人

特

急
　
　
　
　
　
　
　

青

咐

社
　

文
　

庫

弘
　

丿剛
　
藩
　

御
　

日

‘記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
前
市
出
版
物
振
興
助
成
図
に
‥

庭

づ

く

り

の

知

恵
　
　
　
　
　
　
　

永
　

岡
　

蚩
四
　

店

花

の

名

前

ポ

ケ

ッ

ト

事

典

か

わ

い

い

カ

ッ

ト

い

っ

ぱ

い

の

本
　
　
　
　

日
　

本
　

文
　

芸
　

社

か

わ

い

い

カ

ッ

ト

イ

ラ

ス

ト

事

典
　
　
　
　

西
　
　

東
　
　

社

冠

婚

葬

祭

の

心

得
　
　
　
　
　
　
　

西
　
　

東
　
　

社

媒

酌

人

の

あ

い

さ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　

永
　

岡
　

書
　

店

結

婚

ス

ピ

ー

チ
　
　
　
　
　
　

永
　

岡
　

書
　

店

赤

ち

ゃ

ん

小

児

医

学

事

典
　
　
　
　
　
　
　

西
　
　

束
　
　

社

は

が

き

の

書

き

方
　
　
　
　
　
　
　

有
　

紀
　

書
　

房

お

礼

の

手

紙

文

例

集
　
　
　
　
　
　
　
　

永
　

岡
　

書
　

店

パ

ー

テ

ィ

ー

ゲ

ー

ム

ア

イ

デ

ア

巣
　
　
　
　

有
　

紀
　

書
　

房

川
　

柳
　

入
　

門
　
　
　
　
　
　
　

他

家

の

光

協

会

は

じ

め

て

の

簡

単

木

工
　
　
　
　
　
　
　
　

主

婦

と

生

活

社

や

さ

し

い

山

の

歩

き

方
　
　
　
　
　
　
　
　

永
　

岡
　

書
　

店

野

外

に

お

け

る

危

険

な

生

物
　
　
　
　
　
　

平
　
　

凡
　
　

社

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

教

室
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ッ
チ

ワ

ー

ク

通

信

社

は

じ

め

て

の

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

Ｐ

Ａ

Ｒ

Ｔ

Ｈ
　

Ｎ
　

Ｈ
　

Ｋ
　

出
　

版

青
　

森
　

の
　

住
　

宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
　

ラ
　

フ
　

青

森

い

ま

売

れ

て

い

る

住

宅
　
　
　
　
　
　
　
　

麻

布

出

版

株

式

会

社

私

の

家

づ

く

り
　

恥
1
3
　
　
　
　
　
　
　

主

婦

と

生

活

社

収

納

工

夫

ア

イ

デ

ア

実

例

事

典
　
　
　
　
　

主

婦

と

生

活

社

３

段

建

て

の

住

ま

い
　
　
　
　
　
　
　
　

扶
　
　

桑
　
　

社

ラ

ン

チ

タ

イ

ム

の

お

べ

ん

と

う
　
　
　
　
　

婦
　

人
　

生
　

活
　

社

や

せ

る

ダ

イ

エ

ッ

ト

弁

当

一

〇

〇
　
　
　
　

主

婦

と

生

活

社

園

児

の

お

べ

ん

と

う
　
　
　
　
　
　
　

主

婦

と

生

活

社

ビ
っア

オ
　
　
丶
丶`
　

ザ
　

リ
　
　

ー

ビ

デ

オ
　

オ

ペ

ラ

座

の

怪

人

ビ

デ

オ
　

心
　
　

の
　
　

旅

ビ

デ

オ
　

風

と

共

に

去

り

ぬ

ビ

デ

オ
　

パ
　
リ

の

亦
心

人

ビ

デ

オ
　

ロ

ー

マ

の

休

日

ビ

デ

オ
　

ひ
　

ま
　

わ
　

リ

ビ

デ

オ
　

ア
　

ラ
　

ジ
　

ン
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わが家の防災チェックポイント● 12

地震・火災・風災害に備えて

地震編 わが家を地震から守る10か条 まずわが身の安全を図

れ

火がでたらまず消火
非常脱出口を確保するすばやく火の始末

あわてて

戸外に飛び出すな

狭 い路地､ 塀ぎ わ、

崖や川べりに近 寄らない 山崩 れ、崖崩 れ、津波に

注意する

避難は徒歩で、

荷物は最小限にする

みんなか

協力し合って応急救護

正しい情報をつ かみ、

余震を恐れるな

わが家の防災チェックポイント



広報よもぎた

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
！

平
成
七
年
度
の
献
血
が
左
記
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
人
間
の

命
を
守
る
愛
の
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
七

年
七
月
十
三
日
（
木

）

場
所
　

蓬

田
村
役
場
前

平

成
七

年
十
一
月
一
日
（

水
）

場
所
　

蓬

田
村
役
場
二

階

平
成
八

年
二
月

一
日
（
木

）

場
所
　

蓬
田

村
役
場
前

※
尚
、
十

一
月

一
日
に
予
定
し

て

い
る
献

血
は
成
分
献
血
で
す
。

人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す

の
で

ご
協
力
で

き
る
方
は
民
生

課
福

祉

係
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
る
よ

う

お
願

い
し

ま
す
。

国
民
年
金
に

任
意
加
入
で

き
ま
す

生
ま
れ
た
人
で
、
6
5歳
ま
で
任

意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

が
足
り
な
い
人
は
、
7
0歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
、
受
給
資
格
期

間
を
満
た
す
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
任
意
で
加
入

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

任
意
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ

う
な
人
で
す
。

Ｉ
、
国
内
に
住
所
が
あ
る
6
0歳
以

上
堕
成
未
満
の
人
。

国
民
年
金
は
2
0歳
か
ら
6
0歳

ま
で
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
を
納
め
た

期
間
、
免
除
を
受
け
た
期
間
及

び
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
て

2
5年
以
上
あ
る
こ
と
（
受
給
資

格
期
間
）
が
必
要
で
す
。

6
0歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格

期
開
か
不
足
し
て
い
た
り
、
2
5

年
は
納
め
た
け
れ
ど
、
も
っ
と

高
い
年
金
を
受
給
し
た
い
と
い

う
人
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

２
、
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
国
外
に
住
ん
で
い
る
2
0歳

以
上
6
5歳
未
満
の
人
。

国
内
で
加
入
し
て
い
た
人
が

外
国
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
引

き
続
き
国
民
年
金
に
加
入
し
た

い
人
で
す
。

３
、
昭
和
3
0年
４
月
１
日
以
前
に

「
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
安
全
教
室
」

高
齢
ド
ラ

イ

バ
ー
安

全
教
室
を

開

設
し
ま
す

の
で

ご
利
用
下

さ
い
。

受

講
対
象
及

び
人
員

県
内

に
居
住
す

る
「
6
5歳
以
上

の

運

転
免
許

保
有

者
」
で
、
一

回
当
た

り

の
人
員

「
二

十
人
以
内
」
。

開

設
日

時

毎

週
１
回

、
火
曜
日
又

は
金

曜
日

実
施

時
間

は
、９
：
0
0
～
1
2：
0
0
、

Ｂ
：

圓
～
1
5：
0
0
ま
で

の
間

。

開
設
場
所

青

森
県
運
転

免
許
セ

ン
タ
ー
３
階

第
４

講
習
室
内

講
　

師

青
森
県
交
通

安
全
協
会
講
習

指
導

所

の
講
習
指
導

員
及

び
運

転
免
許

課

講
習
係
員

講

習
内
容
等

「
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
安
全

教
室

カ

リ

キ
ュ
ラ

ム
」

に
基

づ
き
「
7
0分

程
度

」
実
施
。

受

講
手
数
料

無
　

料

そ
の
他

詳
し

い
お
問

い
合
わ
せ
は

蟹
田
警
察

署
　

交
通

課

蚤
0
3
0
－
1
3
　
蟹
田

町
大
字
中

師

字
苗
代
沢

３
番
地

４
　
　
　
　
　１

昔
辺
1
2
2－

ｍ

蟹田署管内全運転免許人口

町村別
全運転免許
人　　　囗

65歳以上
免許人口

全　免　許
人口に対
する比率

蟹田町 2,131 168 ７．８

今別町 2,334 235 10.1

蓬田村 1,948 214 10.9

三厩村 1,402 102 ７．３

平館村 992 67 ６．８

計 8,807 786 ８．９

13　●各課お知らせ

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

者

が

安

心

し

て

働

け

る

体

制

づ

く

り

を

応

援

し

ま

す

。

一

、

対

象

事

業

主

次

の

す

べ

て

に

該

当

す

る

事

業

―

、

中

小

企

業

事

業

主

２

、

労

働

者

災

害

補

償

保

険

及

び

雇

用

保

険

の

適

用

事

業

の

事

業

主

二

、

メ

ニ

ュ

ー

の

種

類

１

、
雇

人
時
健
康

診
断

卜
人

峭
　

二

言

○
円

Ｚ

、
定

期
健
康

診
断
　
　
　

〃
　
　

二

言

○
円

３

、
人
間

ド

ッ
ク
　
　
　
　

〃
　
　
三

、
五
〇
〇

円

４

、
成

人
病
検

診
　
　
　
　

″
　
　

二

言

○
円

５

、
結
婚

手
当
金
　
　
　
　

〃
　
　

八
、
〇
〇
〇

円

６

、
出
産

手
当
金
　
　
　
　

〃
　
　
三

、
〇
〇
〇

円

７

、
弔
意

金
　
　
　
　
　
　

〃
　
　

七
、
〇
〇
〇

円

８

、
講
習
　
　
　
　
　
　
　

″
　
　
一
、
四

〇
〇

円

９

、
保
険

・
共
済
　
　
　
　

〃
　
　
四

、
〇
〇
〇

円

一
…一
、心

肺
牡
闇
内
す

る
｝闃
　
　

″
　

八

、
六
〇
〇

円

申

請

・

問

合

わ

せ

は

、

2
1
世

紀

職

業

財

団
　

青

森

事

務

所

〒

0
3
0
　
青

森

市

中

央

一

丁

目

二

五

の

三
　

青

森

共

栄

火

災

ビ

ル

六

階

（
電

話
　

○

一

七

七

―

七

六

上

一
〇

二

旦

パ

ー
ト

タ
イ
ム

助
成
金
の

ご
案
内

(本年３月末現在) ご
利
用
く
だ
さ
い

蟹
田

警
察
署



広報よもぎた

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。

１
　
支
給
の
目
的

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
五
十
周

年
に
あ
た
っ
て
、
国
が
改
め
て
戦

没
者
等
の
遺
族
の
方
に
対
し
て
、

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

２
　
支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人

に
つ
い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
国

債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

平
成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
っ
て
毎
年
四
万
円
ず
つ
償
還
さ

れ
ま
す
。

３
　
支
給
の
条
件

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
洲
事
変
（
昭
和

六
年
九
月
十
八
日
）
以
後
の
戦
没

者
等
の
遺
族
の
方
で
す
が
、
平
成

七
年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。
４
　
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先

の
方

お
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

剛
　

平

成
七
年
四
月

一
日
ま
で

に

弔

慰
金
（
遺
族
国

庫
債
券

）
の

受

給
権
を
取
得
し

た
方

閇
　

戦
没

者
等
内
子

㈹
　

戦
没

者
等

と
生
計

を
と
も
に

し
て

い
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父

④
兄
弟
姉

妹
（
婚
姻

、
養
子
縁
組

に
よ
り
平
成

七
年
四
月

一
日
に
氏

が
変
わ
っ

て
い
る
方
は

除
か
れ
ま

す
。）

㈲
　

㈹
以
外

の
①
父
母

②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉

妹

㈲
　

剛
か
ら

㈲
以

外
の
三

親
等
内

の
親
族
（
戦
没

者
等
の
死
亡

ま
で

引

き
続

い
て
一

年
以

上
生
計

を
と

も
に
し

て

い
た
方

に
限
り
ま
す

。）

６
　

受
付
窓

口

蓬

田
村
役
場
民

生
課
福
祉
係

請
求
書
等

の
用

紙
は
受
付

窓
口

に

備
え
て
あ
り
ま
す

が
、
他

に
戸

籍
抄
本

等
も
必
要

で
す

。

な

お
、
詳
し

い
こ

と
に
つ
き

ま

し
て
は
、
福
祉
係
二
七
－

二
一
一
一

ま
で

お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

■
自
動
車
の
検
査
・
点
検
整
備
制
度
の
改
正
■

”
車
の
健
康
”
気
を
つ
け
て
ま
す
か

今
年
の
七
月
か
ら
、
自
動
車
の
検
査
お
よ
び
点
検
整
備

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
動
車
技
術
の
進
歩
や

車
の
使
わ
れ
方
が
多
様
化
す
る
な
ど
、
自
動
車
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

今
回
改
正
さ
れ
た
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ポイント１

七
月

か
ら
施

行

さ

れ

る
「

改
正

道
路
運

送
車
両

法

」
で

は
、

点
検

整
備

を
す

る
な

ど
、

車
を

常

に
適

切

な
状

態

に
維
持

す

る

責
任

が
、

自
動

車
ユ

ー
ザ

ー
自

身

に
あ

る

と

い
う
、

い
わ

ば
自

己

責

任
の

考
え
方

が

導

入

さ
れ

て

い
ま

す

。

改
正

前

の
制

度
で

は
、
自

家
用

乗

用
自

動

車

な
ど

（

い
わ

ゆ

る

マ
イ

カ

ー
）
　に
つ

い
て

は
、
六

か
月

、

ナ

一
か
月
、

二
十
四

か
月
の

点
検

を
受

け

る
こ
と

が
義

務

づ
け

ら

れ
て

い
ま

し

た
。

今

回
の

改
正
で

は

、

こ

の
う
ち

の

六

か
月

点
検
の
義
務

づ
け
が
廃
止

さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
十
二

か
月
（
一
年
）
点
検
と
二
十
四

か
月

（
二
年
）
点
検
だ
け
が
義
務

づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
占一
検
項
目
に
づ

い
て
も
簡

素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

士

一
か
月
点
検
で

六
十
項
目

か
ら
二

士
（

項
目
、
二
十
四
か
月
点
検
で
百

二
項
目

か
ら
六
十
項
目
に
削
減
さ
れ

て

い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ

か
の
車

種
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
点
検
項

目
が
簡
素
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

俗

に
「

十
年

車
」

と

い
わ
れ

て

い
た
自

動

車

は
、
十

一

年
を

超

え

る
と

一
年

ご
と

に
車
検

を
受

け

な
け

れ
ば
な

り
ま

せ

ん
で

し

た
。

し

か
し

改
正

後

は
、

車
齢

が
十

一

年
を
超
え
た
自
動
車

で

も
、
車

検

の
期

間

が
二

年

に
な

り
ま

す
。

六

か
月
点
検
の
廃
止
や
点
検
項
目

の
削
減
な
ど
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
ぱ
、
そ
れ
だ
け
車
を
も
つ
人

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
常
の
点
検
を
習
慣

づ
け
る
と

と
も
に
、
定
期
点
検
を
含
め
車
の
使

用
状
況

に
応
じ
て
、
自
分
の
判
断
で

適
切
な
点
検
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で

す
。
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車の健康管理は

ユーザー自らの責任で

ポイント２

６か月点検の廃止

12か月、24か月点検の項目の半減

ポイント３

車゙齢″が11 年を超える車両の

車 検期 間 の延長



ゆ

び
き
り

げ
ん
ま
ん
、
う

そ
つ

い
た
ら
針
千
本
飲

～
ま
す
。

ゆ
び

き
っ
た
。
こ

の
歌

に
出
て
く

る
針

は
縫
い
針
の
こ

と
。

も
し
魚

の
針

千

本
だ
と
し

た
ら
・：
？

。
飲

め
る

わ
け

が
な

い
。

三

匹
は
昨
年

九
月

に
村
内

の
定

置
網
に
か
か
り
剥
製
に
し

た
も
の
。

陸
奥
湾
で
良
く

捕
れ
る

の
か
、
所

有

者
の
坂
本

さ
ん
に
聞
く

と
「
昨

年
の
夏

は
特
別

暑
か
っ

た
せ

い
じ

ゃ
な
い
で
す

か
」

と
の
こ

と
。

写

真
の
右

と
中

は
針
千
本

だ
け

ど
問
題
は
、
左
は
じ
の
針
手
本
で
、

ど
う

針
を
数
え
て

も
針
三

十

本
ぐ

ら
い
。
こ
の
針
千

本
（
じ

や
あ
～

な
く
針
三

十
本

）
の
名
前

は
何
と

呼

ぶ
の
で
し
ょ
う

か
？

。
ま

た
、

剥

製
の
良

い
保
存

方
法

（
何

か
塗

る
と
か
）
を

ご
存
じ

の
方

が
お
ら

れ
ま
し

た
ら

ご
指
導

を
お
願

い
し

ま
す
。

所

有

者
　

坂

本
　

久

男

氏

（

中

沢
　

登
２

七
四
－
＝
七
亠
二
（

七
）

气表定予事行月６
４６０１２１３１８１９１０２３２５２６２７２８２９２０３ 日

日火上月火日月火金日月火㈲木金 曜

蓬
小
運
動
会

日
曜
開
館

陶
芸
教
室
　
　
９
時

書
道
教
室
　
　
1
3時
３０
分

グ
ル
メ
ウ
ォ
ー
ク
（
平
館
村
～
今
別
町
）
１１（
日
ま
で

村
議
会
開
会

書
道
教
室
　
　
1
3時
３０
分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

日
曜
開
館

書
道
教
室
　
　
1
3時
３０
分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

蓬
田
村
・
蟹
田
町
消
防
団
合
同
観
閲
式
（
蟹
田
町
）

手
芸
教
室
　
　
９
時
か
ら

書
道
教
室
　
　
1
3時
３０
分

狂
犬
病
予
防
注
射
（
村
内
）

陶
芸
教
室
　
　
９
時

股
脱
検
診
・
育
児
教
室
　
９
時
～
中
央
公
民
館

乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
　
診
療
所

植
樹
祭
（
村
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
）

乳
幼
児
Ｂ
Ｃ
Ｇ
　
診
療
所

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事

小
　

学
　

校

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

企
　

画
　

課

議

会

事

務

局

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

総
　

務
　

課

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

民
　

生
　

課

中

央
公

民

館

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

農

林
水

産

課

民
　

生
　

課

担
　
　
　

当

15●行事予定／み～つけた

み
～
つ
け
た

8

8
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戸籍の

窓　口

人口と総世帯

(４月30日現在)

総人口3,873 人
男　1,854 人
女　2,019 人
世帯数1,043 世帯

阪
神
大
震
災
復
興
支
援
レ
ポ
ー
ト

毎
日
の
よ
う
に
震
災
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
る
な
か
で
、
救
援
活
動

役
場
農
林
水
産
課

藤
　
本
　
正
　
人

の
募
集

を
知
り

、
不

安
も
あ

り
ま

し

た
が
被
災
者

の
人
達
の

た
め
に

力
に

な
れ
れ

ば
と
思

い
参
加
す

る

こ
と

を
決
心
し
ま
し

た
。

請
け
負

っ
た
仕

事
は
、
東
灘
区

の
義
援
金

交
付
受
付

で
し

た
。
東

灘
区

は

、
一
番
倒
壊
率

の
高

い
地

域

で
、
至

る
所

で
家
や

ビ
ル

が
潰

れ
た
り
傾

い
た
り
し

て

い
て
、
直

下

型
地
震
の

恐
ろ
し

さ
を
改
め
て

感
じ

ま
し
た
。
皆

さ
ん

に
被
災
地

の
生

の
現
状
を
見

て
も
ら

い
た
い

と
思

い
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
行

き
ま

し

た
が
、
被
災
住
民

の
や

る
せ

な

い
気
持

ち

が
町
全
体

に
充
満
し

て

い
て

、
と
て
も

カ
メ
ラ

を
向
け

れ

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

マ
ス
コ
ミ
で
は
市
の
対
応
の
遅
れ

等
を
批
判
し
て
い
ま
す
が
、
市
職

員
の
家
庭
も
被
害
を
受
け
て
い
る

中
で
、
土
曜
・
日
曜
も
出
勤
し
救

援
活
動
を
し
て
お
り
、
本
当
に
心

身
共
に
疲
れ
き
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
作
業
が
行

わ
れ
て
い
な
い
所
が
多
く
、
い
つ

に
な
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
状

況
で
し
た
。

少
し
で
も
手
助
け
に
な
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
、
こ
う

い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
対
し
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し

ま
す
。編

集

後

記

津
軽
弁
か
、
は
た
ま
た
上
磯

弁
か
？

よ
忌
昧
が
同
じ
な
ん
で

な
い
か
い
”
と
前
々
か
ら
ひ
っ

か
か
っ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。

そ
の
匸

ト
ツ
ゲ
パ
ッ
ゲ
。

そ
の
二
、
カ
ダ
フ
タ
ゲ
シ
。

そ
の
三
、
ニ
ベ
サ
ベ
。

知
っ
て
い
る
方
か
お
り
ま
し

た
ら
広
報
係
へ
ご
一
報
を
。

戸籍の窓口／阪神大震災復興支援レポート●16

４月受付分

ご結婚おめでとうございます

山　館　聖　 司(瀬 辺 地)

蝦　名　記代子(蟹田町)

細　 谷　真　一(蓬　　 田)

磯　島　 京　子( 八 戸 市)

坂　本　 比　士(中　　 沢)

佐　 藤　弘　子( 五所川原市)

おくやみ申し上げます

八戸倉次郎(阿弥陀川・83歳)

高田　くに(郷　　沢・86歳)
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